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例  呂  

1．本報告書は、平成15年度国庫補助事業として平成15年4月から平成15年12月までに行われた村内遺跡発   

掘調査（試掘確認調査）報告書である。  

2．調査体制は、教育長 浅井多津男、事務局長 阿佐美健一（～7月）、長谷川功（8月～）、事務局次長   

樺澤元治（～12月）、社会教育係長 小渕博文、主事 福田貫之（担当）である。  

3．調査に要した経費は、国宝重要文化財保存整備費補助金、群馬県文化財保存事業費補助金、村費があて  

られた。  

4．各遺跡の所在地、調査期間等は本文中に記した。  

5．本報告書の編集・執筆等は福田が行った。  

6．本発掘調査における記録資料や出土遺物は富士見村教育委員会事務局で保管している。  

凡  例  

1．第1図は国土地理院発行1：50000の地形図「前橋」を用いた。調査地の地形図は富士見村役場発行   

1：2500原形図を1：5000に縮小し用いている。  

2．地形図の方位は上が北である。トレンチ配置図の方位は一定していない。  

3．トレンチ配置図の縮尺は一定していないが、各図に縮尺を表記している。  

4．出土遺物図の縮尺は1／3、1／4である。縮尺は図中に示した。  
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第1図 調査地の位置  
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1．石井中後  

所在地   

勢多郡富士見村大字石井手中後1037番1外  

調査原因   

共同住宅用地  

調査期間   

平成15年4月17日  

開発面積  2，428m2  

調査面積  119m2  

調査の経緯  第2図 石井中後   

調査地は周知の遺跡ではなかったが、周囲に群集墳が展開しており遺跡地の可能性が高いため、試掘調査  

を実施した。調査地は台地の縁辺部にあたり、北から南にかけて傾斜している。  

調査の結果   

調査地の地形に合わせて、3本のトレンチを設定した。その結果、調査区中央部に微高地状のローム台地  

が確認された。この台地に沿うように、現地表下110cm前後でAs－B（1108年、浅間山噴火にともなう降灰）  

の堆積が確認された。As－B直下で水田土壌状の黒色粘質土層が確認され、断面を精査したものの明瞭な畦畔  

を確認することができなかった。よって、開発に際し文化財保護として支障はないものと判断した。  

第3図 トレンチ設定図（1：7nO）   



2．時沢猿B遺跡  

所在地   

勢多郡富士見村大字時沢字猿2090番1  

調査原因   

資材置き場造成  

調査期間   

平成15年4月21日  

開発面積  2，548Ⅰぜ  

調査面積  95m2  

調査の経緯   第4図 時沢猿B遺跡   

調査地は、平成8年度に発掘調査を行った時沢猿遺跡（縄文時代遺物包含層、近世屋敷跡）の南西に位置し、  

現地踏査を行った際に若干の土器片が採取されたため、試掘調査を実施した。調査地は、東から西に向かっ  

て緩やかに傾斜する地形である。  

調査の結果   

調査地の地形に合わせて4本のトレンチを設定した。その結果、現地表下約40cm前後から土坑と時期不詳  

の柱穴が確認され  

た。なお、土坑から  

縄文時代前期土器片  

が検出された。この  

調査結果をもとに、  

事業者と協議したと  

ころ、調査地は残土   

置き場としての利用  

であり掘削が及ぶこ  

とはないと確認で   

き、遺跡保存も可能  

であるため「時沢猿  

B遺跡の保存に関す  

る協定書」を締結し   

た。  第5図 トレンチ設定図（1：300）  
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3．時沢道桧  

所在地   

勢多郡富士見村大字時沢字道松3207番  

調査原因   

資材置き場造成  

調査期間   

平成15年4月22日  

開発面積  1，117m2  

調査面積  86m2  

第6図 時沢道松   調査の経緯  

調査地は北西に平成7年度に試掘調査を行った時沢庚東遺跡（縄文時代前期）が存在し、また、現地踏査  

を行った際に付近から若干の土器片が確認されたため、試掘調査を実施した。調査地は、西から東に向かっ  

て緩傾斜している台地の斜面部である。  

調査の結果   

調査地の地形に合わせて、2本のトレンチを設定した。現地表下約30cmでローム層となるが、明瞭な遺構・  

遺物は検出されなかった。よって、開発に際し文化財保護として支障はないものと判断した。付近で採取さ  

れた土器片は、西方に所在する台地からの流れ込みであろうか。  

第7図 トレンチ設定図（l：500）   



4．小暮東新地  

所在地   

勢多郡富士見村大字小暮字東新地2425番61  

調査原因   

店舗建設  

調査期間   

平成15年5月29日  

開発面積  1，428Ⅰ正  

調査面積  161m2  

第8図 小暮東新地   調査の経緯  

調査地は周知の遺跡ではなかったが、小暮東新山遺跡が近接しており、また、西から東にかけての緩傾斜  

面であり、遺構の存在する可能性が高かったため、試掘調査を行った。  

調査の結果   

調査地の地形に合わせて、4本のトレンチを設定した。その結果、北側は旧河川跡であるものの、南西は  

ローム層の残る台地であった。また、部分的ではあるもののAs－Bの堆積が確認された。精査を行ったが風倒  

木痕のみ検出され、他に明瞭な遺構は確認されなかった。そのため、開発に際し文化財保護としては問題な  

いものと判断した。  

第9図 トレンチ設定図（1：500）   



5．原之郷下白川  

所在地   

勢多郡富士見村大字原之郷字下白川746番1外  

調査原因   

共同住宅建設  

調査期間   

平成15年6月9日  

開発面積  927．28m2  

調査面積  114m2  

調査の経緯   第10図 原之郷下白川   

調査地周辺は、赤城白川の度重なる氾濫やカスリン台風により旧地形が激しく扶られ、砂礫層が厚く堆積  

し、流れ込みの遺物は存在するものの遺構は検出されない地域と考えられてきた。しかし、前年度実施した  

原之郷白川B遺跡の試掘調査により、部分的ではあるものの当該地域に遺跡が残されていることが判明して  

いる。また、平成7・8年度に発掘調査を行った旭久保遺跡に近接しているため、試掘調査を実施した。  

調査の結果   

調査地の地形に合わせて2本のトレンチを設定した。その結果、調査地は東から西に向かって緩やかに傾  

斜し、部分的にHr・Fp（6世紀中葉、榛名ニッ岳形成時に噴出）を含む黒褐色土の堆積が確認されたが、大半  

は赤城白川の氾濫による砂層が厚く堆積しており遺構の存在は確認できなかった。開発に際し文化財保護と  

しては問題ないものと判断した。  

第11図 トレンチ設定図（1：500）  

－ 6 一   



6．小暮辻清輝  

所在地   

勢多郡富士見村大字小暮字辻清塚473番1外  

調査原因   

地区住民センター建設  

調査期間   

平成15年6月11・12日  

開発面積  2，582m2  

調査面積  437m2  

第12図 小暮辻清塚   調査の経緯  

調査地は、周知の遺跡地である小暮清塚遺跡の西方に位置しており、現地踏査の際に付近で若干の遺物を  

採集したため試掘調査を実施した。調査地の地形は南に向かって緩やかに傾斜する地形である。  

調査の結果   

調査地の地形に合わせて9本のトレンチを設定した。現地表下約50cmでローム層となるが明瞭な遺構は確  

認されなかった。よって、開発に際し文化財保護としては問題ないものと判断した。  

第13図 トレンチ設定図（1：700）   
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7．原之郷鎌塚  

所在地   

勢多郡富士見村大字原之郷字鎌塚2175番4  

調査原因   

送電線鉄塔建設  

調査期間   

平成15年7月28日  

開発面積  109．28Ⅰぜ  

調査面積  38m2  

第14図 原之郷鎌塚   調査の経緯  

調査地は周知の遺跡である原之郷鎌球道跡（古墳時代集落）に接しているため、試掘調査を実施した。調  

査地は、広大な台地の西方の斜面部付近に位置しており、遺跡の存在が予想された。  

調査の結果   

調査地の地形に合わせて2本のトレンチを設定した。その結果、比較的新しい溝が検出されたものの、他  

に明確な遺構・遺物は検出されなかった。よって、緊急的な発掘調査を行い記録保存の措置を執った。  

①  

第15図 トレンチ設定図（1：200）   



8．旭久保D遺跡  

所在地   

勢多郡富士見村大字原之郷字堀之内975番  

調査原因   

医療施設建設  

調査期間   

平成15年8月5～7日  

開発面積  1，423m2  

調査面積  447m2  

第16図 旭久保D遺跡   調査の経緯  

調査地は、平成10・11年度に調査を行った旭久保C遺跡（縄文時代中期中葉、古墳時代初頭、奈良・平安時  

代集落）の西方であり、同様の遺跡が存在していることが予想された。また、現地踏査の際に縄文土器片が採  

取された。そこで、遺構の分布状況を把握し、包蔵状況に応じた保存計画をたてる必要があるため試掘調査  

を実施した。調査地は、大堰川により浸食された台地の西端にあたる。北へ約200mのところからはカスリン  

台風時に発生した洪水により著しく削られている。  

調査の結果   

調査地の地形に合わせて15本のトレンチを設定した。その結果、上層から古墳時代初頭、奈良・平安時代  

の竪穴住居跡、時期不詳の柱穴、古墳時代初頭の溝、下層から縄文時代中期中葉の竪穴住居跡、中期後葉の  

薄い遺物包含層が確認された。現地表下から上層までが約40cm、下層までが約90cmである。このうち、古墳  

時代初頭に帰属する竪穴住居跡からは、極めて同時性の高い遺物が出土した。なお、発掘調査によりこの竪  

穴住居跡は焼失家屋であることが確認された。   

試掘調査の結果をもとに事業者と度重なる協議を行ったところ、建物建設範囲は記録保存を目的とした発  

掘調査を行い、駐車場部分については充分な保護層が得られるため現状保存の措置を執ることで合意を得た。  

その後、平成15年8月25日から平成15年10月1日まで発掘調査を行った。  
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第17図 トレンチ設定図（1：300）  
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9．時沢原谷戸遺跡  

所在地   

勢多郡富士見村大字時沢手原谷戸90番1  

調査原因   

宅地分譲用地造成  

調査期間   

平成15年10月1・2日  

開発面積  1，567m2  

調査面積  258m2  

第18図 時沢原谷戸遺跡   調査の経緯  

竜ノロ川を挟み、調査地の対岸に平成10年度に発掘調査を実施した時沢西高田遺跡（奈良・平安時代集落）  

が所在し、北方には時沢萩林遺跡が所在している。また、現地踏査の際にも付近で土器片が確認されたこと  

から、試掘調査を実施した。なお、調査地は台地の斜面部に位置し、西から東にかけて緩やかに傾斜している。  

調査の結果   

調査地の地形に合わせて、6本のトレンチを設定した。その結果、現地表下約30cmから平安時代の竪穴住  

居跡8軒が確認された。この結果をもとに事業者と協議を行ったところ、調査地全面を盛り土し充分な保護  

層をとることで合意  

を得た。また、「時沢  

原谷戸遺跡の保存に  

関する協定書」を締  

結した。今回の試掘  

調査により、本遺跡  

の所在する台地に該  

期集落が展開してい  

ることが判明した。  

第19図 トレンチ設定図（1：500）  
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10．小暮諏訪B遺跡  

所在地   

勢多郡富士見村大字小暮字諏訪1885番4  

調査原因   

宅地造成  

調査期間   

平成15年10月8日  

開発面積  1，613m2  

調査面積  209m2  

調査の経緯  第20図 小暮諏訪B   

調査地は、平成13年度試掘調査により確認された、小暮諏訪B遺跡（縄文時代前期）の南方に接するため、  

該期の遺跡が所在する可能性が高いため、試掘調査を行った。なお、調査地は緩やかに傾斜する台地の縁辺  

部に位置する。  

調査の結果   

調査地の地形に合わせて、3本のトレンチを設定した。その結果、調査地の東側を中心に現地表下約30cm  

で土坑が検出された。この結果をもとに、開発業者と協議を重ねた結果、盛り土による現地保存の措置を執  

ることで合意し、「小暮諏訪B遺跡の保存に関する協定書」を締結した。今回の試掘調査により、小暮諏訪B  

遺跡の中心は、調査地の東側に展開していることが予想される。  

第21図 トレンチ設定図（1：500）  

12  



11．時沢甚太夫遺跡  

所在地   

勢多郡富士見村大字時沢字甚太夫2909番  

調査原因   

宅地造成  

調査期間  

平成15年11月26日  

開発面積  1，640mZ  

調査面積  162m2  

調査の経緯  第22図 時沢甚太夫遺跡   

調査地は周知の遺跡である時沢甚大天道跡に所在するため、開発に先立ち試掘調査を行った。調査地の地   

形は、北から南かけて緩傾斜している。  

調査の結果   

調査地の地形に合わせて、3本のトレンチを設定した。その結果、現地表下4（）cm前後から平安時代と思わ  

れる竪穴住居跡が検出された。遺跡の保護については、盛り土による保護措置を執ることで合意を得た。  

第23図 トレンチ設定図（1：500）  
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出土遺物   

時沢猿B遺跡の土坑から若干の土器片（第24図）が出土した。1～4は深鉢口緑部片であり、同一個体と  

おもわれる。RL縄文、LR縄文を交互に施文し、全体として羽状縄文の様相を呈する。胎土は石英、輝石  

を含み、若干の繊維痕も確認できる。色調は、にぷい赤褐色を呈する。黒浜式か。   

旭久保D遺跡からは、縄文時代中期中葉を中心に各トレンチから土器片（第25図）が出土している。1は、  

波状口縁片で、口緑下には連続爪形文が沿い、以下、半裁竹管による平行沈線で斜線、曲線を描く。内面は  

丁寧に磨かれている。胎土は赤褐色であり、白色粒子を含む。2は、波状口縁片であり、口縁部付近で強く  

内傾する。口縁下に半裁竹管による2条の平行沈線が沿い、波頂下には平行沈練ら子よる円形文様が施される  

と思われる。胎土は褐色であり、石英、白色粒子を含む。3は、休部破片であり、集合沈線で文様を描出す  

る。胎土は、若干の輝石を含み、褐色を呈す。4は、休部から底部にかけての破片である。休部に横位の結  

節縄文を施文する。胎土は輝石や白色粒子を多く含み、灰褐色を呈す。5は、口緑部片であり、沈線で区画  

し、区画内を左右の斜位沈線で充填し、格子目状の様相を呈する。胎土は石英を含み、褐色である。6は、  

口緑部片である。ペン先状施文具の押し引きにより文様を描出する。胎土は輝石を含み褐色である。7は、  

休部片である。半裁竹管による押し引き沈線や平行沈線で区画する。区画内はペン先状施文具による斜位の  

押し引き蛇行沈線。砂礫を含み、褐色を呈する。8は、休部片である。半裁竹管により区画され、区画内は  

連続爪形文が沿い、ペン先状の連続刺突文が施される。連続刺刺突文下に斜位の平行沈線が確認されるため、  

交互三角区画文となる可能性を有する。胎土は、石英や白色粒子を含み、褐色を呈する。9は、休部片であ  

り、地文は撚糸文Lである。半裁竹管による平行沈線、沈線によりクランク文の文様構成となる。胎土は石  

英、白色粒子、赤色粒子を含み、褐色を呈する。10は、浅鉢の休部から口縁部にかけての土器である。休部  

は強く外傾し、頸部下で最大の径となる。頸部に向かい内傾し、口緑部はやや外傾する。口縁部は磨きが施  

され無文である。休部上に沈線による逆「C」、「C」の文様が施され、間に2条の横位沈線を配す。休部上  

は全体に押し引き沈線を充填し、休部下は無文である。胎土は、白色粒子を含み、褐色を呈する。11は、頸  

部片である。地文は撚糸文Lであり、頸部に横位の平行沈線を巡らす。胎土は白色粒子を含み、にぷい褐色  

である。12は、頸部片であり、地文に撚糸文を施す。2条の横位沈線で区画し、区画上を横位の波状沈線が  

めぐる。胎土は白色軽石、石英を含み、暗褐色である。13は、頸部片である。横位隆線で頸部区画文を構成  

し、区画内は、隆線と測線の沈線により半弧状のモチーフが施される。隆線上には、沈線が施文される。半  

弧状モチーフ2つで1単位となり、各々の単位は隆線により結ばれている。半弧状モチーフ内に「コ」字状  

の沈線を上下に配す。1、2は諸磯b式、3は諸磯C式、4は五領ケ台式、5は中期初頭の縄文土器であろ  

うか。6～8は勝坂2式としたい。9は「三原田類型」であろうか。10から13は加曽利EI式段階の土器と  

捉えた。以上、旭久保D遺跡の試掘調査により出土した縄文土器について記載した。図示したように、試掘  

調査で出土した縄文土器片は、前期に帰属する土器片は少なく、中期の土器片が主体を占めている。さらに  

中期土器片は、阿玉台式や勝坂式も見られるが、大半は加曽利EI式段階の土器である。発掘調査により出  

土した縄文土器も、その多くは加曽利EI式段階であり、試掘調査の結果と符合する。ところで、隣接する  

旭久保C遺跡は縄文時代中期中葉に帰属する遺構や遺物が主体を占めて出土しており、旭久保D遺跡とは若  

干様相が異なり注視したい。   

第5トレンチからは、偶然、古墳時代前期の竪穴住居跡から同時性の高い遺物が検出された。（第26・27図）  
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試掘調査であるため、出土した土器を取り上げず、そのまま現地に保存する事も考えたが、土器が検出され  

た時点では遺跡の保護・保存の方法について未定であった。そのため、より詳細な遺跡の情報を得る事を目  

的に遺物の取り上げを行った。なお、その後の発掘調査によりこの竪穴住居跡は焼失家屋であることが確認  

された。1は、ほぼ完形の土師器小形碧である。E］径9．4cm、底径4．9cm、器高19．7cm、休部最大径16cmを測  

る。底部は若干上げ底であり、休部中位で最大の径となる。器形外面は刷毛目で調整した後、口緑部は横撫  

で、休部下半は撫でによる再調整が観察される。また、装飾的な痕跡であろうか、休部に2条の条線が施さ  

れている。胎土は石英を含み暗褐色である。2は、4／5残存している土師器台付碧である。l丁径11・2cm、底  

径7．5。m、器高17．9cmを測る。器形外面は粗い刷毛目で調整した後、休部下半は箆削り、台部は撫での調整を  

施す。また、休部上位に横方向の刷毛臼を巡らす。口唇部は、若干「S」字状であるが、やや崩れた印象を  

受ける。内面は斜位の撫で調整が確認されるが、判然としない。胎土は砂礫を含み粗く、暗褐色を呈する0  

3は、1／2残存している土師器小形壷である。底径4．4cm、胴部最大径14．5cmを測る。器形外面は刷毛目で  

調整した後、箆削りや撫でで再調整する。内面は横撫でが観察されるが、判然としない。胎土は白色軽石や  

輝石を含み、暗褐色である。4は、1／4残存している土師器壷である。復元から口径は14・5cmを測る。外面  

第26園 地久保D逮跡出土遺物  
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は刷毛目で調整した後、休部は丁寧な撫でで再調整されている。口頸部には刷毛目の調整が残る。また、休  

部に煤の付着が観察される。内面は斜位の刷毛臼、撫でにより調整されている。胎土は石英を含み、暗赤褐  

色を呈する。5は、1／4残存している土師器壷である。外面は丁寧な磨き、内面は箆削りにより調整されて  

いる。胎土は緻密で白色軽石を含み、灰褐色を呈する。6は、2／3残存している土師器壷である。［］径19．  

1cm、底径7．5cm、器高30．9cmを測る。l」緑部から頚部にかけて斜位の刷毛目、休部は磨きにより調整されて  

いる。U唇部は、刷毛口調整後の粘土紐貼付により肥厚する。内面は口緑部付近は横撫で、頸部から休部に  

かけては刷毛目による調整が観察される。底部に木葉痕が確認される。胎土は微量の白色軽石を含み、褐色  

を呈する。土器洗浄・注記の整理過程で、休部中位から下位にかけて煤の付着が認められ、煤付着部に菱垣  

状の文様が観察された。当初は、煤を用いた文様の1つと考えたが、施文は一部分であること、菱垣状の文  

様が不定型であり、頸部に向かって絞り込まれるていることが観察されたため、土器の器表面を植物質の編  

み目で覆っていた痕跡と再考した。試掘調査による出土であり正確性には欠けるが、土器の出土は床面に近  

い状況にあった。そのため、家屋焼失に際し、不完全燃焼をおこし編み目は燃え尽きず、編み目部には煤が  

付着しなかったと推測した。7は、底部から休部中位にかけての土師器壷である。器形外面は刷毛目で調整  

した後、磨きにより再調整されている。内面は刷毛臼で調整されているが判然としない。胎土は白色軽石を  

含み、褐色である。以上の7点の他にその後実施した発掘調査により土師器台付牽が1点出土している。  

第27図 旭久保D遺跡出土遺物  
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